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�
現
在
の
保
育
園
の
待
機
児
は

　

名
で
あ
る
。
待
機
児
の
解
消
の

187た
め
に
、
認
可
保
育
園
を
増
や
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
東
京
都
と
市

の
見
解
は
ど
う
か
。
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民
間
、
個

人
か
ら
保
育
所
を
展
開
し
た
い
と

い
う
希
望
が
き
て
い
る
。
認
証
保

育
、
小
規
模
の
保
育
園
等
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
�
�
　

待
機
児
が
増
え
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
多
種
多

様
な
方
法
を
取
り
入
れ
て
解
消
に

む
け
て
努
力
し
た
い
。

　
�
坂
上
交
差
点
の
信
号
機
に
つ

い
て
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式
が
廃
止

さ
れ
、
市
民
が
危
険
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

警
察
庁
は
、
歩
行
者
と
車
を
分
離

す
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

坂
上
交
差
点
に
つ
い
て
、連
雀
通
り

の
拡
幅
の
際
に
、
歩
行
者
と
車
を

分
離
す
る
方
式
に
改
善
し
な
い
か
。
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中
央
線
の
高

架
や
連
雀
通
り
の
拡
幅
な
ど
交
通

環
境
が
か
な
り
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
形
式

が
い
い
か
検
討
し
、
小
金
井
警
察

並
び
に
東
京
都
に
要
望
し
た
い
。

■
こ
の
他
に
、
稲
葉
市
長
の
４
年

間
を
振
り
返
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
市
民
合
意
の
不
十
分
さ
、

市
民
へ
の
負
担
増
な
ど
を
質
し
ま

し
た
。
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杉
並
区
の
山
田
区
長
は
、
多
選

の
弊
害
に
つ
い
て
、「
政
治
の
独

走
化
を
招
く
」「
職
員
の
任
用
に
ゆ

が
み
を
来
す
」「
政
策
が
偏
り
、
財

源
の
効
率
的
配
分
が
阻
害
さ
れ

る
」「
組
織
の
活
力
が
低
下
す
る
」

「
議
会
と
の
緊
張
関
係
を
欠
く
」

「
選
挙
で
現
職
が
圧
倒
的
に
優
位

に
な
る
」
と
、
任
期
を
３
期　

年
12

ま
で
と
す
る
多
選
自
粛
条
例
を
提

案
し
た
。
佐
藤
栄
作
総
理
も
、
７
、

８
年
で
国
民
に
飽
き
ら
れ
て
「
ス

ト
ッ
プ
ザ
・
サ
ト
ウ
」
と
国
民
運

動
が
盛
り
上
が
っ
た
。
多
選
自
粛

条
例
を
提
案
す
る
気
は
な
い
か
。
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一
般
に
、
多

選
の
弊
害
は
「
行
財
政
運
営
の
硬

直
化
」「
議
会
の
オ
ー
ル
与
党
化
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
多
選
を
制
限

す
る
こ
と
で
「
独
善
的
な
政
治
傾

向
が
防
止
が
で
き
る
」「
地
元
業
者

と
癒
着
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
歯
止

め
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
�
�
　

当
選
回
数
よ
り
も
首
長

の
資
質
で
は
な
い
か
。
必
ず
し
も

多
選
が
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。

■
こ
の
他
、
①
自
治
体
合
併
に
つ

い
て
、
市
内
団
体
の
街
頭
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
紹
介
し
つ
つ
、
市
長

に
対
し
て
市
民
に
自
治
体
合
併
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
②
市
長
の
４
年
間
の

退
職
金
千　

万
円
は
高
す
ぎ
る
の

351

で
削
減
を
、
と
求
め
ま
し
た
。
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ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
に
対
し
、
イ
ラ
ク
に
対
し
て
も

一
連
の
国
際
的
合
意
の
履
行
を
求
め
る
と
と
も
に
、
日
本
政

府
が
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
的
解
決
の
た
め
に
更
な
る
外
交

努
力
を
続
け
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。
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米
英
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
と
日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
攻
撃

支
持
は
国
連
決
議
、
国
際
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
攻
撃
の
即
時
中
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
日
本
政

府
が
米
英
の
攻
撃
支
持
を
撤
回
し
、
平
和
的
解
決
の
た
め

に
外
交
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
。
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国
民
の
健
康
に
対
す
る
国
の
責
任
を
放
棄
し
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
根
底
か
ら
堀
り
崩
す
こ
と
と
な
る
４
月
か
ら

の
健
康
保
険
本
人
の
３
割
負
担
凍
結
を
強
く
求
め
る
。
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�　
東
京
都
に
対
し
、
人
間
と
犬
が
よ
り
安
全
な
環
境
で
心

豊
か
に
共
存
で
き
る
よ
う
都
立
小
金
井
公
園
及
び
小
金
井

市
に
隣
接
す
る
都
立
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
を
要
請
す
る
。
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障
害
を
持
つ
人
へ
の
差
別
を
禁
止
し
、
社
会
参
加
の
権

利
を
保
障
す
る
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
（
仮
称
）」
の
早
期

制
定
を
強
く
求
め
る
。
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真
の
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
、
中
央
の
地
方
分
権

改
革
推
進
会
議
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
地
方
の
声

を
十
分
に
聞
い
て
税
源
移
譲
等
の
改
革
の
道
筋
を
早
急
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
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①
不
良
債
権
の
最
終
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業

と
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
方
策
を
講
じ
る

こ
と
。
②
ペ
イ
オ
フ
の
決
済
性
預
金
の
解
禁
は
、
中
小
企

業
金
融
の
円
滑
化
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

�
�
＝
民
主
党�
改
革
連
合�

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
民
主
党�
、
日
本
共
産
党
、
改

革
連
合�
、
市
民
の
党
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
民
主
党�
、
改
革
連
合�
、
自

民
党
小
金
井�

�
�
＝
改
革
連
合�
、
公
明
党
、
自
民

党
小
金
井�

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
改
革

連
合
、
市
民
の
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、

市
民
自
治
、

�
�
＝
公
明
党
、
自
民
党
小
金
井�
、

湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
自
民
党
小
金
井�

�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

�
�
�
＝
東
京
都
知
事

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

�
�
�
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
法
務
・
厚
生
労
働
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

�
�
�
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
経
済
財
政
・

金
融
担
当
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

�
�
�
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
経
済
財
政
・
金
融
担
当
大
臣
、

東
京
都
知
事

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
の
政
府
と
し
て
北
朝
鮮
府
に
対
し
、

拉
致
事
件
の
早
期
解
決
と
合
わ
せ
て
核
兵
器
等
の
廃
棄
及

び
開
発
の
即
刻
中
止
を
申
し
入
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
は
厳
し
く
対
応
す

る
べ
き
だ
が
、
教
育
の
分
野
に
政
治
を
持
ち
込
ん
で
は
な

ら
な
い
。
民
族
学
校
を
含
む
す
べ
て
の
外
国
人
学
校
の
卒

業
生
に
平
等
に
大
学
入
学
資
格
を
与
え
る
こ
と
を
求
め
る
。
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国
庫
補
助
基
準
の
上
限
設
定
及
び
地
域
支
援
事
業
の
一

般
財
源
化
の
撤
回
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
支
援
費
制
度

実
施
に
伴
う
障
害
者
関
連
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。
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次
の
事
項
を
求
め
る
。
①
帰
国
し
て
い
る
５
名
の
家
族

全
員
の
即
時
帰
国
②
拉
致
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
被
害
者

全
員
の
救
出
③
北
朝
鮮
に
よ
る
謝
罪
と
実
行
犯
の
処
罰
と

賠
償
④
事
件
解
決
ま
で
食
糧
支
援
を
含
め
た
一
切
の
経
済

的
援
助
停
止
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景
気
好
転
の
兆
し
も
見
え
な
い
今
日
、
年
金
生
活
者
な

ど
の
弱
者
へ
の
配
慮
と
不
況
克
服
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
凍
結
解
除
に
よ
る
平
成　

年
４
月
か
ら
の
年
金
引
下
げ

15

を
行
わ
な
い
よ
う
要
請
す
る
。
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政
府
に
対
し
、
国
連
決
議
に
基
づ
か
な
い
す
べ
て
の
軍

事
行
動
に
反
対
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
戦
争
や
紛
争
に
対
し
て
は
、
平
和
的
解
決
に
貢
献

す
る
こ
と
を
我
が
国
の
基
本
姿
勢
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
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教
育
の
基
本
理
念
な
ど
を
明
示
し
「
教
育
の
憲
法
」
と

言
わ
れ
る
教
育
基
本
法
は
、
安
易
に
改
め
て
よ
い
も
の
で

は
な
い
。
よ
っ
て
、
教
育
基
本
法
の
改
定
を
行
わ
ず
、
教

育
基
本
法
の
理
念
・
内
容
の
実
現
に
向
け
て
、
早
急
に
施

策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

�
�
＝
市
民
の
党�
、
自
民
党
小
金

井�
�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
改
革

連
合�
、
市
民
の
党
、
公
明
党
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
、
自
民
党
小
金
井
、
市
民
自

治
、
湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
改
革
連
合�

�
�
＝
改
革
連
合�

�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
文
部
科
学
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

�
�
＝
改
革
連
合�
、
公
明
党
、
自
民

党
小
金
井

�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

�
�
�
�
＝
否
決

�
�
＝
民
主
党�
、
改
革
連
合�
、
公

明
党
、
自
民
党
小
金
井

�
�
＝
日
本
共
産
党
、
市
民
の
党
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境

ク
�
�
＝
民
主
党�
、
改
革
連
合�

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
民
主
党�
、
日
本
共
産
党
、
改

革
連
合�
、
市
民
の
党
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
民
主
党�
、
改
革
連
合�
、
公

明
党
、
自
民
党
小
金
井

�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
改
革

連
合
、
市
民
の
党
、
公
明
党
、
生
活
者

ネ
ッ
ト
、
自
民
党
小
金
井�
、
市
民
自

治
、
湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
自
民
党
小
金
井�

�
�
�
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
外
務
大
臣

�
�
�
�
＝
原
案
可
決

�
�
＝
日
本
共
産
党
、
改
革
連
合�
、

市
民
の
党
、
公
明
党�
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク

�
�
＝
民
主
党�
、
改
革
連
合�
、
自

民
党
小
金
井

�
�
＝
民
主
党�
、
公
明
党�

�
�
�
＝
内
閣
総
理
・
文
部
科
学
大
臣
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